


1945年 8月 6日午前8時15分ヒロシマに原子爆弾が投下された。

人類史上初の人間をねらった核攻撃です。ヒロシマは約17万人、

8月9日に落とされたナガサキは約7万人が亡くなりました。

ヒロシマ、ナガサキの街は壊滅的な状況となり、うめき声を上げて水を

求めてさまよう人・ひと、肌の肉が垂れ下がり､誰とも分からないような姿で

たちすくす人、地獄絵のようだったと。原爆は、生き残った人々にも大きな問題をいくつも残しま

した。 放射能による白血病やがんの発生、身体損傷による障がい、体内被曝の子どもたち、周り

の人たちの差別や偏見など、一言で言い表せないほどの苦しみと悔しさと、どこにもぶつけられな

い憤りの数々です。戦争は怒りや苦しみしか生み出すことのない残念なものです。

一人ひとりの力では止めることは出来ないけれど、戦争のない､核兵器のない社会を願って考え

ていきたいのものです。

被爆体験の風化に危機感

下記の表は 2021 年、読売新聞社と広島大学平和センターが共同で実施した被爆者語り部の

方々へのアンケート結果です。被爆者の平均年齢が83.94 歳となり､被爆体験を語れる人が減っ

ていく中、不安があると回答した人が８０％とありました。語り部の方だけに頼るのではなく、戦

争の悲惨さや最大の人権侵害であることを大人が語り、戦争のない核兵器のない社会をめざして一

人ひとりが関心を持ちましょう。
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体にのしかかる強烈な光線

母は血に染まり、口からはガラス片が・・・

血まみれの腕の中で無心に乳を吸う赤ちゃん、

幽霊のように歩く中学生

全身大火傷の父 山なす死体にも無感覚に

なって・・・

急性障害現れる 軽石のようにすかすかの兄の骨

被爆体験を語ることが平和への使命

ヒロシマの証言

＊核兵器禁止条約

2017年 7月国連加盟国の6割を超える122カ国が賛成により、国際連合総会で採択

され、署名開始から50カ国の批准国が越えたので2021年 1月に発効されました。

2022年 6月現在批准国66カ国

問い：被爆者なき時代への不安はあります

ある ８０％

ない ２０％
以下のとおり

・再び核兵器が使われるかもしれない ４２％

・核絶滅を求める被爆者運動の灯が消えるかも３０％

・原爆投下が教科書の中の出来事になる ２７％

・被爆国としてのメッセージ性が弱まる ２５％

・核保有国が増える ２３％


